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あめのみなかぬしのかみ たか み む す びのかみ
土俵溜りを三周（勝利の三神，天御中主神，高御産巣日神，







































































































































































































































































































































































































































戸隠大神と戸隠神社奥宮の祭神・手 力男 神，鹿島大神と鹿島神宮の祭神・武 甕
つちのかみ のみのすくねのみこと
槌 神），野見宿祢 尊は「同じ」神を表している。
２６）「天下泰平，国家安穏，五穀豊穣」の願い事を念じながら太鼓を打つというのは，
太鼓を打つ人の気持ちを表したもので，土俵の周回数とは関係ない。一周してい
た昔もそういう気持ちで太鼓は打っていた。ただ目新しいのは，太鼓の三周に願
い事を一つずつ当てはめていることである。「神」を意識するか否かは別として，
祈願するためにはやはり「神」の存在を認めているはずだ。
２７）これは土俵を周回した場合のことで，実際は土俵を周回しないこともあったはず
だ。
２８）太鼓が三周するのは神々と関わりなく，単に雰囲気を盛り上げるための「景気づ
け」だけかもしれない。特別な意味付けなど最初からなかったという見方もあり
うる。本稿ではそのような見方があることを認めた上で，あえて別の意味付けも
あることを指摘している。，
２９）この二人は，高砂部屋所属の３３代木村庄之助に紹介してもらった。現在，この二
人は幕内呼出しである。
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